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１． 高精度な３Ｄ構造モデルに基づく自動震源決定システムの開発

図１ 海陸を統合した高精細マルチパラメータ三次元構造モデル構築のための、三次元Ｐ

波速度構造モデル構築の方針を示した概要図。モデル領域を陸域浅部、陸域深部、海域浅

部、海域深部の４領域に分け、それぞれに現状で最も信頼性の高い構造モデル及びその統

合モデルを作成した。最後に、４領域のモデルを統合することで、本課題の三次元Ｐ波速

度構造モデルとした。

図２ 2024年８月８日に発生した日向灘の地震後に臨時開催された「南海トラフ沿いの地

震に関する評価検討会」に提出した情報の一部。3D-CMT解の走向から自動設定した断面

（左地図内の黒太線）におけるプレート上面モデル（青線）と本システムで得られた震源

情報を対比して示した。赤丸は気象庁マグニチュード（Ｍ）7.1の本震、橙丸は本震から

1.5時間以内に発生したＭ1.5以上の主な余震、黒点は長期震源カタログに基づく、2003年

１月から本震発生までの地震活動を表す。本震がプレート上面モデル直上に位置するこ

と、余震もプレート上面モデルに近接して発生していることが分かる。赤星は3D-CMT解析

によるセントロイド位置を表す。 
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２．プレート固着・すべり分布のモニタリングシステムの構築 

 

  

 

図３ 2023 年８月から 2024 年８月までの観測期間中に、気象庁が検出した通常の地震
の震源再決定結果。カラーで示す丸は３次元構造と double difference 法による震源
決定結果，黒色の丸は絶対走時と１次元構造を用いる震源決定結果(中間結果)をしめ
す。灰色丸は気象庁が決定した震源位置である。赤四角は海底地震観測点，実線は等水
深線である。再決定の結果、通常の地震震源は沈み込む海洋プレート内のプレート境界
付近に位置することがわかった。 

 

 

図４ 分岐断層を南海トラフ域全域に配置し、さらに N-net の水圧計データによる地殻
上下変動を陸域 GNSS 観測データと併合利用した場合の推定精度の定量評価の実施結
果。上段：陸域 GNSS 観測網である GEONET および DONET を用いて推定した結果。sp4 と
記載がある分岐断層に５m のすべりを仮定した。下段：上段に加え、N-net も加えて推
定した結果。上段、下段とも、左から平均値モデル、モデルから真値を差し引いた結果、
60%信用区間をそれぞれ示す。 
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３．３Ｄモデル・履歴情報を用いた推移予測 

 

 

 

図５ 過去六回の南海トラフ巨大地震のすべり量分布。暖色ほど断層すべりが大きいこと

を示す。全体を通して南海トラフ巨大地震の破壊様態は多様性が大きい。 

 

 
図６ M8 地震後にデータが増えるのに応じて、推定される次の M8 までの間隔の平均と標

準偏差の結果。真の場合を３日、10 日、82 日とした結果を色別に示している。 
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４．臨時情報発表時の人々の行動意思決定に資する情報の提供 

  

図７ ①『事前避難要不要判断ツール』

に関する検討 

 

「南海トラフ臨時情報」発表時の事前

避難の必要性の有無など、市町村やコ

ミュニティの津波避難戦略について検

討するためのWEBシステム「逃げトレ

View」が完成（特許取得）。避難訓練支

援アプリ「逃げトレ」と一緒に活用す

ることで、個人、地域社会、自治体す

べてのレベルにおける津波避難対策を

効果的に実施可能。2024年８月８日に

発生した日向灘地震では、宮崎市青島

地区において、本システムとアプリを

使って訓練を重ねてきた生徒らが率先

避難者として活躍、観光客らを無事高

台へと導いた。 

 

 

 

 

図８  ②避難困難区域での「避難を可能にする」まちづくり方策の検討 

 

「逃げ地図」ワークショップを開催。「安全な道」・「安心な道」・「避難できる道」の３つ

の観点から避難路について検討。避難路として活用可能な道と、空き家やブロック塀等の

整備が必要な道についても検討。 

初回ワークショップで作成した逃げ地図（左図）と、住民の意見を反映した整備案を盛り

込んだ今回の結果（右図）を比較すると、避難時間の短縮が見られるゾーンがある一方

で、高齢化を踏まえ、高台へ続く急な坂道や、道として整備されてない線路の横断を避け

た結果、避難時間が延びたゾーンもある。 



v 
 

５．発災時の企業の事業活動停止を防ぐ 
 
  

産業構造の把握と産業復旧タイムライン 
産業復旧タイムラインの構築 

動的な被害把握手法の開発 
リアルタイム社会様相把握 

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

-10 0 10 20 30 40

使
用
電
力
量
（

kW
／

h）

気温（℃）

●正の相関を示す部分  
●負の相関を示す部分  
 

ウェーブレ
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ウェーブレ

ッ ト 振 幅

（最上階）  

帰宅困難 0

情報途絶・安否確認 3 通信負荷 1 連絡が取りにくくなる 1 親類等から多数の連絡 1

情報の混乱 13 報道・行政の周知に伴う混乱 7 デマ・噂 4 サイバー攻撃 1 正確な情報発信に苦慮 1 事業活動へ影響する 1

室内の危険・設備の不具合 0

物資不足 23 備蓄品を普段より多く買う 14 品薄 7 事業活動停滞による品薄 1 対象地域外も品薄発生 1

自宅・社屋の安全 1 耐震性によって行動が変わる 1

縁者・関係機関の建物の安全 0

ライフラインの確保 3 ガソリンスタンドに殺到 2 電気ガスなどの使用抑制 1

要配慮者の避難行動 9 高齢者や子供の避難 4 休校で子供の見守りに困る 3 病院や福祉施設のケア停滞 1 諦める人と諦めない人がいる 1

避難態勢・環境の安全 11 自主避難・過剰な避難行動 4 津波避難ビル等が空いていない 3 マイカーによる避難 1 対象地域外がホテルが満室 1 外国人の避難 2

安全・健康の確保（維持） 1 対応業務でストレスを抱える 1

対応や事業継続の判断 8 適切な行動・判断ができない 7 学校の登校や授業継続 4 避難の判断に迷う 3 避難所開設に苦慮 1

出張可否の判断 1 鉄道・道路管理者の事業継続 1

物流の停滞 5 実家等へ圏外移動 4 鉄道の間引き・道路の不通 3 避難行動に伴う混乱 1 給油に伴う渋滞 1

物資入手の為、人流が活発 1 外国人の帰国 1

心配・不安が広がる 6 1週間で大丈夫かに問い合わせ 2 便乗値上げの発生 2 臨時情報に伴う生活の支障 2 対象地域外でも問い合わせ 1

リスク地域は深刻に受け止める 1 適切な回答が無く市民が不満 1

問い合わせによる業務停滞 8 観光・飲食業等の制限・自粛 5 稼働率低下・休止　 3 学校は休校やリモート授業 2 市町村は府県に問い合わせ 2

インフラ事業者が供給縮小 1 注意対応終了後も影響がつづく 1 保険会社への問い合わせ増加 1

社会機能の低下・停滞 14 金融・経済への影響 6 学校を休ませる保護者がでる 3 社会の停滞が起きる 2 責任追及により対応に遅れ 1 弱い立場の方へのしわ寄せ 1

マンパワー不足 7 家族対応に伴う人員不足 3 避難に伴う人員不足 2 問い合わせによる業務停滞 2

生活への不安・心配 15

事業の停滞 22

項目（数字は表出数の合計） キーワード（数字は各キーワードの表出数）

避難・業務継続などの判断 25

交通障害 16

図９ 製造業の生産指数の推移  

図 10 輸送機械が資本ストック量に占める割合

と緊急事態宣言時の電力使用量変化率の関係  

図 11 使用電力量と気温の関係  

図 12 建物被災度判定に向けたウェーブレット変

換による建物固有振動数変化のモニタリング  

 勉強会ツール

（企業版）の実践  

地域を俯瞰した被災シナリオの構築 

図 13 2024 年 8 月 8 日日向灘の地震に伴う

臨時情報発表時の社会事象における事前想

定課題の顕在化の状況比較  

図 14 8 月 8 日臨時情報新聞

記事本文ワードクラウド  

表 1 2024 年 8 月 8 日日向灘の地震での臨

時情報発表時に事前避難した社会福祉施設

の傾向  

図 15 南海トラフ地震臨時情報机上演習の実践  

南海トラフ地震臨時情報机上演習 
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６．発災時の大都市機能の維持 

図 16 南海トラフ地震と相模トラフ地震に対する港区の都市機能喪失人口 
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７．地震防災基盤シミュレータの構築 

 

図 17 広域災害シナリオの例（熊野灘から遠州灘(東側半割れケース、震源域:CDm) で地

震が発生した 15 日後に四国沖(西側半割れケース、震源域 ABm)、さらに 15 日後に駿河湾

(震源域:Em)で地震が発生する場合で事前避難が行われる場合） 

 

 

図 18 地震防災基盤シミュレータプロトタイプシステムの表示例（半割れシナリオの例） 
 

  

60日後

東D→西→駿・避難基本(CDm→ABｍ→Em 間隔:15日)

発災直後 ～1週間後 ～1か月後

発災直後

１回目の地震から
２回目の地震から

建物被害 避難困難者数死者数

東側半割れ(CDm)→西側半割れ(ABｍ)→駿河湾(Em) 間隔:15日

３回目の地震から 発災直後

～1年11か月後

～1年11か月後

～1年11か月後

～1か月後 45日後

1か月後

1か月後

パターンの概要
• 確率論的津波ハザードで重みが最大の地震セット(重み:20.32%)に駿河湾単独が加わる地震セット。
• 震源域セットの重みは0.29％
• 地震発生間隔は1～2地震目、2～3地震目ともに15日と仮定した。
人間側の対応
• 1回目・2回目の地震後にはともに「巨大地震警戒」が発表される。
• 1回目・2回目ともに事前避難は基本ケース(70%)で行われる仮定。
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８．創成情報発信研究 

図 19 軟弱地盤被害評価のためのグローバルモデルにおける表面波生成・伝播の様子（速

度ベクトル）




